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表紙の写真説明 

 

 

  連棟ハウスを利用した 

二十世紀梨の栽培 

「新甘泉」ニューモデル園

（ジョイント仕立て 

・網掛け施設） 

「新甘泉」のジョイント

仕立て（無袋栽培） 

湯梨浜町にある百年樹

「二十世紀」の名木 

「王秋」の着果の様子 

（ジョイント仕立て） 

南部町における「ゴールド

二十世紀」の半無袋栽培 

（平成 25年の全国ナシ 

研究大会） 

ジョイント仕立て用の 

大苗育苗の様子 
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未来へつなぐ とっとり梨生産振興プラン 

 

１ プランの目的について 

本プランは、平成２９年度に策定した「農業生産額一千億円プラン」の達成を目指し、鳥取県を代表

する特産品である梨の生産振興を図り、梨産地鳥取を未来へつなぐものです。一方、平成２０年度に策

定した「鳥取県梨産業活性化ビジョン」では、鳥取県が育成した「新甘泉」など新品種の導入とブラン

ド化、二十世紀梨の生産安定を推進し、「旬」の梨を供給できる産地づくりと魅力ある梨経営を確立し、

梨産地の活性化等を目指すため、新品種を取り入れたリレー出荷、モデル的な経営を提示しました。 
このビジョンを策定してから１０年が経過し、販売が好調で高単価で取引されている「新甘泉」や面

積当たりの収量が多い「王秋」の栽培面積が増加している一方で、「二十世紀」は高単価にも関わらず減

少の一途を辿り、梨全体の農家戸数や栽培面積は減少傾向にあります。 
そこで、本プランは、改めておおむね１０年後の本県における梨生産を見据えて、生産者、鳥取大学、

全農とっとり及び農業協同組合の意見を幅広く伺いながら、産地が抱える課題を整理し、人づくり、物

づくり、環境づくりという観点で今後の梨生産振興の方向性及び実現方策をまとめたものです。 
 
２ 梨生産販売の現状について 

（１）栽培面積 
   農林水産省の統計では、昭和５８年の３，８８０㏊をピークに減少が続き、平成２９年には８６２㏊

となっています。 
（２）品種構成 

県全体では、依然として「二十世紀」が栽培面積の６１％と半分以上を占め、経営の核であるも

のの、生産組織単位では、品種構成の半数を割り込んでいるところもあります。 
平成３０年度末時点で、県集計では「新甘泉」の植栽面積が１１８㏊、王秋を除く新品種の合計

植栽面積は２０３㏊となっています。 
（３）ジョイント栽培 
   新規就農者は、「新甘泉」のジョイント栽培に取り組まれることが多い傾向にあります。一方、

既存の生産者では、従来の３本主枝仕立ての樹で収量が確保できていることから、わずかに取り組

まれる程度となっています。 
（４）販売額 
   ＪＡ全農とっとり扱いでは、直近３ヵ年の総額はＨ２８、Ｈ２９が２９．８億円、Ｈ３０が 

  ２７．４億円と横ばいから微減の状態にあります。この要因としては、栽培面積が大きく減少して

いるものの、「新甘泉」や「秋甘泉」の販売額が年々増加していることが影響しています。 
 
３ 梨生産販売の今後について 

 生産部への聞き取りや農業者への戸別アンケートを実施した結果は、以下のとおりです。 
（調査対象：生産部は県内農協系統に所属する生産組織１４団体、農業者は県内梨農家１，０６９戸

（生産部員外４９戸を含む）） 
（１）生産部の想定 

ア 梨全体の栽培戸数 
・５年後に現状の８割、１０年後に現状の６割へ減少する見込みです。 

イ 栽培面積 
・今後５年間に８４㏊、５年後から１０年後にかけて４２㏊減少する見込みです。 

   ・品種別では、「二十世紀」の減少幅が大きく、「新甘泉」と「王秋」は増加する見込みです。 
ウ ジョイント栽培及び無袋栽培 

   ・省力、軽労化が図られる栽培として、「新甘泉」や「王秋」を主体に増加する見込みです。 
エ 販売額 
・農協系統選果場の取扱い額では、県全体としては、減少見込みです。選果場単位では、東郷梨

選果場のみ増加目標としていますが、その他の選果場は微減から維持を目標としています。 
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表１ 生産部への聞き取り結果 
 項目 現状（Ｒ１） ５年後（想定） １０年後（想定） 

人 
（１）生産部員数 １，０２０戸 ８００戸 ６３５戸 
（２）新たな担い手の参入 ８３戸 ８２戸 ７３戸 

物 

（１）栽培面積 ４７１㏊ ３８７㏊ ３４５㏊ 
二十世紀 ２６６㏊ ２０５㏊ １５８㏊ 
新甘泉 ７３㏊ ８２㏊ ８９㏊ 
王秋 ２１㏊ ２９㏊ ３１㏊ 

（２）ジョイント栽培 ２０㏊ ２８㏊ ３４㏊ 
（３）網掛け栽培（うち、無袋） １５㏊（１３㏊） ２９㏊（２６㏊） ３３㏊（３１㏊） 

環境 

選果場 部分的な改修 部分的な改修 一部合併 
やらいや果樹園登録 ２３㏊ ３６㏊ ５３㏊ 
 うち、継承実績 １㏊ ７㏊ １１㏊ 

目標 販売額（農協系統選果場取扱） （H30）４１．８億円 ３７．４億円 ３５．７億円 
（２）生産部の意向 

ア 品種構成 
   ・概ね３タイプ 

①「二十世紀」主体を維持・・・・・・６生産部 

②「二十世紀」、「新甘泉」の二本柱・・５生産部 
③「二十世紀」、「新甘泉」、「王秋」の三本柱・・・２生産部 

イ 新たな担い手の確保 
   ・研修受け入れや入植先のあっせん、農外からの就農や親元就農を促すため、補助事業（戦略

的スーパー園芸団地整備事業等）を活用 
ウ 補助事業 
ア）既存事業（「新甘泉等」特別対策事業、梨生産拡大事業、戦略的スーパー園芸団地整備事業） 
・全生産組織が継続を希望 

イ）新設・拡充要望 
・二十世紀（網かけ、ジョイント栽培等）を対象とした事業創設 
・品種限定の解除 
・ＳＳ（スピードスプレヤー）の更新（新品種導入を伴わないもの、共同利用） 

・ハウス二十世紀のハウス強靱化（補強、修理等にかかる経費） 
エ 生産技術・普及関係 

・「新甘泉」の収穫期間の延長、１ha／戸栽培可能な作型の開発 
・早生の青ナシ品種育成：ハウス二十と同時期でハウス不要な青ナシ 

（３）農業者の想定 
ア 梨全体の栽培戸数等 

・ほとんどの生産者に後継者が無く、５年後に現状の６割、１０年後に現状の２割へ減少す

る見込みです。 
イ 栽培面積 

・今後５年間に９５ha、５年後から１０年後にかけて６８ha減少する見込みです。 
    ・品種別では、「二十世紀」の減少幅が大きく、「新甘泉」と「王秋」は横ばいの見込みです。 

ウ ジョイント栽培及び無袋栽培 
 ・ジョイント栽培、網掛け栽培、無袋栽培に取り組みたい農業者は、順に４５名、３４名、 

４８名となっています。 
（４）農業者の意向 

ア 品種構成 
   ・全体では、「二十世紀」主体から、「二十世紀」と「新甘泉」を主体とし、それに「王秋」等

を加えた構成に移行 
 イ 梨園の貸借 
   ・借りたい人はわずかで、貸してもいい人が４割 
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 ウ 栽培の継続や拡大のための要望等 
   ・健康維持と労力確保が梨栽培の継続上で重要 
   ・県補助事業について、補助対象の品種限定を解除 
   ・農作業の省力化・効率化・機械化、年間を通じた作業量の平準化 
   ・古くなった棚、ハウス施設及び機械の補修・更新等への支援 
   ・選果場の作業委託 
 エ 若手農業者（45 歳未満）の特徴的な意向 
   ・今後 21 年以上、栽培を継続 
   ・研修生の受入は可能 

・老木の二十世紀の改植時に、「おさゴールド」のジョイント栽培の導入 
・袋掛け回数削減栽培の導入 

 
表２ 農業者アンケート調査結果 

 項目 現状（Ｒ１） ５年後（想定） １０年後（想定） 
人 農家数 １，０６９戸 ６３９戸 ２５５戸 

物 

栽培面積 ３０５㏊ ２１０㏊ １４２㏊ 
二十世紀 １６５㏊ ９３㏊ ５３㏊ 
新甘泉 ４９㏊ ５０㏊ ３８㏊ 
王秋 １７㏊ １８㏊ １５㏊ 

 ※生産部員外を含む。農家数は、未回答分を実数で配分。栽培面積は、回答分の単純合計。 
 

４ プランの目指す方向について 

（１）方向性 

県果実生産額の令和５年度に８７．４億円、令和１０年度に９０．１億円の達成を目指すため、

ジョイント栽培や無袋栽培などの省力的な栽培の導入、高単価の「新甘泉」や高収量の「王秋」の

生産拡大により、労働生産性を高め、栽培面積の維持・拡大及び面積当たりの生産額を増加させる。 

（２）目標値 

生産部の聞き取り結果や農業者アンケート調査結果を踏まえつつ、目標年度の実績が検証できる

よう、農林水産省の統計等を基に数値を設定した。 

表３ 目標値 

 項目 現状（Ｒ１） ５年後（目標） １０年後（目標） 

人 

（１）生産部員数 

 （農林業センサス経営体数） 

１，０２０戸 
（Ｒ２：調査前） 

８００戸 
（Ｒ７：９３０戸） 

６３５戸 
（Ｒ12：７４０戸） 

（２）新たな担い手の参入 ８３戸 １００戸 ８０戸 

物 

（１）栽培面積 （H29） ４９０㏊ ４００㏊ ４００㏊ 
二十世紀 （H29） ３００㏊ ２３０㏊ １９０㏊ 
新甘泉 

（県集計の植栽面積） 

（H29）  ６６㏊ 
（（H30） １１８㏊） 

１００㏊ 
（１５０㏊） 

１３０㏊ 
（１６０㏊） 

王秋 （H29）  １７㏊ ３０㏊ ４０㏊ 

生産額 

県果実生産額（一千億円プラン） （H29）７４．０億円 （R5）８７．４億円 （R10）９０．１億円 

うち、日本なし （H29）６０．０億円 （R5）７０．９億円 （R10）７３．１億円 

10a 当たり １，２２４千円／１０a １，７７２千円／１０a １，８２８千円／１０a 

農林業センサスの経営体数について、平成27年 2月現在が1,631経営体数（表中では便宜上、

戸と表記）、農協系統に所属する生産部員数は平成26年度が1,403戸であったため、その割合に

応じて今後の目標数値を算出した。 

新たな担い手の参入数について、５年間での合計戸数とした。 

  栽培面積について、現状値を特産果樹生産動態等調査の品種別面積から引用した。５年後、10

年後の目標年度は、農業一千億円プランと年度を合わせるため、令和５年度、10年度とした。 

  生産額のうち、日本なしの目標値については、現状の割合を基に算出した。 
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５ プランの目標達成に向けた実現方策について 

（１）人づくり 
  ア 新たな担い手（新規就農者、定年帰農者）の確保 
   【主な取組】 

・農地、施設や機械等の基盤がある親元就農を促します。 
   ・梨づくりが儲かることを理想的な経営モデル、優良事例を用いて発信します。 
 
  表４ 品種別 10ａ当たりの経営試算（H30 農業経営指導の手引きより） 

品  種 
（栽培方法） 

収  量 販売単価 所    得 労働時間 時 給 日 当 
(kg/10a) (円/kg) (円) (時間/年) (円/時間) (円/8h) 

ハウスゴールド二十世紀 

（有袋） 
4,000 556 898,887 459 1,959 15,672 

おさゴールド（有袋） 4,200 360 494,103 372 1,329 10,632 
ゴールド二十 

（網掛け・小袋１回掛け） 
4,200 360 496,596 351 1,414 11,312 

新甘泉       

（有袋） 3,300 452 666,862 279 2,393 19,144 

（ｼﾞｮｲﾝﾄ・有袋） 3,500 452 765,011 248 3,086 24,688 

（ｼﾞｮｲﾝﾄ・網掛け・無袋） 3,500 452 762,858 207 3,687 29,496 

王秋（有袋） 6,000 331 766,670 238 3,219 25,752 
（参考） 

鳥取県職員給与平均※ 
－ － 3,886,252 1,682 2,311 17,909 

    ※令和元年職員の給与等に関する報告・勧告(鳥取県人事委員会)の行政職平均(43.6歳)年間給与か

ら算出。勤務時間を7時間45分／日、有給休暇を全て消化した場合の実労働時間で算出。 

 
【その他の取組】 
 ・女性の農業者・経営者のため、農業機械、せん定、土壌管理技術の講習会等を通して、常

日頃に感じていることを語り合う機会を設けて、女性同士の交流を活性化します。 
・果樹に親しみを感じてもらうため、子どもの頃から果樹園に触れる機会を増やします。 
・県商工労働部の人材募集事業（インターンシップ）等にも農協・生産部が参加します。 

   ・ＪＡや県の職員、梨農家以外の地域住民、公設試験場、農業大学校生に対して、新たな担

い手の募集を行います。 
・定年退職予定者に対しては、樹体の育成期間を確保するため、退職の数年前から就農に向

けた説明等を行います。 
 

 イ 新たな担い手（新規就農者、定年帰農者）の育成 
  【主な取組】 

・梨づくりの本気度が高い人を生産部が見極めて、産地として受入れ、指導・相談に当たり

ます。 
・就農後、初心者向けの栽培講習会を定期的に開催します。 
・栽培技術や経営感覚を身に付けることや相談相手を確保するため、果樹研究同志会等を活

用し、先輩の新規就農者や若手生産者との交流機会を設定します。 
・極めて優れた技術・技能を持ち、後進を指導する梨生産者や農業生産法人が指導します。 

【その他の取組】 
・就農前に、農業大学校や園芸試験場等で基礎的な栽培研修を行います。 

   ・ベテラン農業者が存在する梨団地において、日常の営農活動を支援します。 
・既存の県補助事業（アグリスタート研修）や市町村の地域おこし協力隊制度を活用します。 
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（２）物づくり 
  ア 面積の維持・拡大 
 （ア）品種・施設導入及び栽培技術の開発・普及 
  【主な取組】 

 ・「二十世紀」は、革新的な技術があれば、産地として振興しやすくなります。そこで、平棚

ジョイント栽培、V 字ジョイント栽培及び袋掛け回数削減栽培※について、技術情報の提

供や実証的な研究を園芸試験場等で行います。これらを検証しながら、現地へ実証的に導

入していきます。 
※袋掛け回数削減栽培…袋掛け回数を通常の２回から１回に減らして、生育期間の途中か

ら無袋状態になる半無袋栽培または大袋１回掛け栽培等 
・「新甘泉」の収穫期間拡大に向けて、生産現場では前進化のための環状はく皮を実施します。

また、園芸試験場等においては、環状はく皮に簡易ハウス栽培を組み合わせた前進化技術

を研究します。 
・「新甘泉」の選果期間中の選果処理量の平準化に向けて、収穫後に一旦冷蔵庫等で保管し、

選果最盛期を過ぎてから選果するため、その収穫・保存技術を鳥取大学や園芸試験場等が

連携して研究します。 
・品種のリレー生産・出荷による労力分散を図るため、経営の基幹品種である「二十世紀」、

「新甘泉」、「王秋」以外の収穫時期の品種やハウス等の施設を選定し、導入していきます。 
・省力化のため、人工受粉が不要な自家和合性品種や袋掛けが不要となる網掛け施設等を積

極的に導入し、栽培面積を維持していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 平棚ジョイント栽培           写真２ V 字ジョイント栽培 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

写真３ 半無袋栽培              写真４ 網掛け施設 
（中央の果実のように、生育途中で無袋状態になる） 
（従来は、右側の果実のように、袋に包まれたまま） 
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８月 ９月 １０月 １１月 

   
 

 
   

   
  

 
  

 
 

    
 

 

 
     

 
 

 図１ 品種別出荷時期（県内で栽培されている品種の一部を表したもの） 
 

【その他の取組】 
・ジョイント栽培や省力的な無袋栽培等を普及するため、未実施者に対して、作業体験の機

会を設けます。 
・技術的・経営的な普及活動を行い、戦略的スーパー園芸団地整備事業の取り組みを成功さ

せ、廃園や水田等に団地を増やしていきます。 
・将来的な軽労化や一年間の作業量の平準化に向けて、スマート農業や新品種育成等を研究

します。 
 

   （イ）果樹園の第三者継承 
【主な取組】 
・継承候補の果樹園について、優良園の基準（かん水施設が整備済、新品種が植栽済、ジョ

イント仕立て、土壌条件が良好等）を設けて順位付けし、リスト化します。 
・新規就農候補者があった場合、１～２年後に栽培中止を予定している園を当該地区の生産

部の各支部長や指導員等を通じて、生産部が把握し、マッチングを行います。 
【その他の取組】 
・ＪＡ、生産部または生産部の支部等が優良園を中間管理するため、既存の県補助事業（園

芸産地継承システムづくり支援事業）を活用します。 
 

   （ウ）雇用労働力の確保 
    【主な取組】 

・袋掛けや収穫等における作業人夫の安定的な確保のため、梨以外の他品目を組み合わせた

年間雇用ができるよう、ＪＡが調整します。これには、外国人労働者の活用を検討します。 
 

イ 反当収量の増加 
 【主な取組】 

・「二十世紀」は、赤秀かつ３Ｌ中心の大玉を目指すとともに、低収量となった老木等の改植

を進めます。 
・「新甘泉」は、隔年結果を防ぎ、毎年収量を安定的に確保します。 
・「王秋」等の多収品種やジョイント栽培等の早期多収技術を普及します。 
・生産部の生産指導体制を強化するため、指導能力の高い農業者を養成します。 
・技術力や指導力のある農業者、ＪＡ営農指導員及び県普及指導員によって、品質向上のた

めの栽培管理が徹底されるよう、農業者への栽培指導を行います。 
・反当収量のモデルとして、「二十世紀」約４０年生で４．５t、「新甘泉」約１０年生で６t、

「王秋」約１０年生で８t を継続して収穫できている園があるので、高収量の要因を整理

し、その栽培技術を普及します。 

二十世紀 
（ハウス） 

 
二十世紀 

 
夏さやか 

 
なつひめ 

 
新甘泉 

 
秋甘泉 

 
王秋 

 
香麗 

 
早優利 

 
新興 

 
甘太 
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表５ 品種別１０a 当たりの収量         （単位：ｔ） 

品種 経営の手引き（H30） 優良園（H30）※ 

二十世紀 ３．８（既存仕立て） ４．５ 

新甘泉 
３．３（既存仕立て） 
３．５（ジョイント仕立て） 

６．０ 

王秋 ６．０（既存仕立て） ８．０ 

※優良園…鳥取二十世紀梨記念館・なしっこ館主催の鳥取県ナシコンクール受賞園 

既存仕立てのみ 

 
 （３）環境づくり 
   ア 補助事業 

【主な取組】 
・鳥取梨生産振興事業（「新甘泉等」特別対策事業） 

       「二十世紀」、「新甘泉」及び「王秋」を特別対策品種と位置づけ、植栽や果樹棚の施設

整備等に係る経費を補助し、生産維持・拡大を図っていきます。 
     ・鳥取梨生産振興事業（ジョイント栽培拡大事業） 

  省力化で栽培しやすいジョイント栽培を対象とした事業に改編し、特別対策品種以外の

品種の導入に取り組んでいきます。ジョイント栽培に必要な苗木を供給するため、育苗委

託経費や育苗試作に係る経費の助成を継続します。また、２年生の予備苗の養成に係る補

助事業を創設（１年生苗の予備苗に係る既存事業を拡充）します。 
  さらに、ジョイント栽培が未普及の品種やジョイント栽培を生かした新たな栽培方法等

の現地モデル園の設置に係る経費の補助を継続します。 
・戦略的スーパー園芸団地整備事業 

産地維持には不可欠な事業のため、本事業を継続し、新規就農者等の参入・定着を引き

続き推進していきます。 
【その他の取組】 
・園芸産地継承システムづくり支援事業及び就農条件整備事業 

優良園を継承するための中間管理や新規就農者確保に係るＰＲ経費、新規就農時の施設

等整備に係る経費の補助を継続します。 
・鳥取発！アグリスタート研修支援事業 

新規就農希望者が指導農家のもとで実践技術・経営ノウハウを学べる制度を継続します。 
・鳥取梨生産振興事業（低コスト・体制強化事業） 
  本事業を継続し、兼業農家等小規模のため、個人で農業機械の導入が経営上困難な場合、

共同利用する農業機械の導入を支援します。 
・食のみやこ鳥取県推進事業 

県内の農林水産業団体が県内外への発信を目的に実施する商品開発や販路拡大、消費者

交流等の活動及び農業法人、事業者等が県外に打って出ていく環境を整備することにより、

「食のみやこ鳥取県」の知名度向上と県内産業振興を図ります。袋掛け回数削減栽培等の

試作果実の市場・小売店等の反応を確認する際に活用が見込まれます。 
・鳥取梨生産振興事業（果実緊急価格安定対策事業） 
 市場流通量の増加による単価下落が生じないように行う需給調整等の価格安定に向けた

取組や輸出促進のため、本事業を継続します。 
 

※補助事業については、現在のプランの内容であり、県議会の議決を経て成立します。 
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表６ 主な県補助事業の枠組み 
事業名等 品種 栽培方式 主な対象経費 

鳥取梨生産 
振 興 事 業 

（「新甘泉等」  
特別対策事業）

二十世紀系統 
 

ハウス、 
露地栽培（ジョイント

栽培または袋掛け回

数削減栽培） 

植栽、施設（果樹

棚、パイプ棚、網掛

け・防風・かん水・

排水施設、園内

道）、防蛾灯の整

備、防除用機械の

導入に係る経費、

育成奨励金 

ハウス整備経費 

新甘泉、王秋 露地栽培 土壌改良機械の

導入経費（王秋の

み） 
鳥取梨生産 
振 興 事 業 

（ジョイント 
栽培拡大事業）

特別対策事業 

品種以外 
ジョイント栽培 － 

全品種 大苗の育苗委託に

係る経費 
モデル園の設置費 

（新技術、未普及品種）

戦略的スー 
パー園芸団

地整備事業 

（新規就農者） 
品種限定なし 

（上記以外の者）

新甘泉、秋甘泉 

露地栽培 植栽、施設（果樹

棚、網掛け・かん

水・排水施設、園内

道等）の整備に係

る経費、育成奨励

金 

（新規就農者） 
借地料 

 
   イ 選果場の運営 

【主な取組】 
・作業員の安定的な確保のため、梨以外の他品目を組み合わせた年間雇用ができるよう、 
ＪＡが調整します。これには、外国人労働者の活用を検討します。 

【その他の取組】 
・省力化を図るため、等階級区分の変更、商品企画数・箱種の削減、機械化等の箱詰め方法

の変更などを行います。 
・選果期間中の処理量を平準化するため、取扱品種の集約または増加させます。 
・生産者、選果場役員の負担軽減のため、休場日の増加、選果終了時刻を早めること、選果

期間を長くするなど、選果日程を見直します。 
・効率的な運営のため、選果場間の連携等を検討します。 

 
ウ 販売単価の維持・向上 
【主な取組】 
・日持ちが良く、高糖度等の高品質な果実を作り、それを毎年供給し続けることが流通業者

や消費者からの信頼を得て単価が維持向上されるという観点から、栽培研修会や生産指導

協議会（なし部会）等を通じて、指導者の養成や能力向上を図り、生産指導体制を強化し

ます。 
・ハウス二十世紀は、高値で安定し、労力分散にも不可欠なため、ハウス施設を修繕しなが

ら、栽培を継続するとともに、「新甘泉」や新たな品種やジョイント栽培等、複数品種・施

設・栽培方式を組み合わせた梨経営全体として、販売単価を向上させます。 
・選果場ごとの取扱量について、まとまった数量を確保し、市場や百貨店等と商談が行える

ようにします。 
【その他の取組】 
・今後導入する新たな品種は、試食宣伝等を通じて消費者の意見を聞きながら選定します。 
・直販（進物）や輸出の割合を高めるため、イベントや店頭での販売促進活動を積極的に行

います。 
・選果場においては、取扱品種を集約し、集中的な販売促進を行います。 



今後の栽培意向に関するアンケートを実施（令和元年６月調査）

回答率：７０％（７５１戸／１，０６９戸）

※黄色枠内は、回答者の集計からのコメント

円グラフ内の数値は、回答した戸数及び回答率

（品種構成は、面積及び回答率）

１ 基本情報

1人,
221, 21%

2人, 
444, 41%3人, 

66, 6%

4人以上, 
11, 1%

未回答, 
327, 31%

ナシ栽培の従事人数

いる, 
91, 8%

いない,
456, 43%

わからない,
17%

未回答,
339, 32%

後継者の有無

5年以内,
285, 27%

6～10年,
255, 24%11～20年,

117, 11%

21～30年, 
26, 2%

31年以上,
26, 2%

わからない,
2, 0%

未回答, 
358, 34%

梨栽培をあと何年続けたいか？

5年以内

6～10年

11～20年

21～30年

31年以上

わからない

未回答

70歳以上が３割

後継者がいる人 １割

5年以内に３割がやめる

１～２人で従事が多い

２ 今後の栽培意向について

二十世紀, 
164.8ha, 

54%

ハウス, 12.4ha, 4%

新甘泉, 48.9ha, 16%

秋甘泉, 
8.8ha, 3%

王秋, 
17.4ha, 

6%

その他品

種, 
53.0ha, 

17%

品種構成

青ナシ：赤ナシ＝６：４

①26, 2%
②94, 9%

③211,
20%

④191, 18%
⑤169, 16%

未回答

378, 35%

今後の経営の意向について

①有望な品種があれば新植などで規模拡大したい

②有望な品種があれば面積は維持しながら改植や高接ぎをしたい

③このまま栽培品種、面積を維持したい

④数年後（５年以内）には面積を減らしたい

⑤数年後（５年以内）には梨づくりをやめたい

未回答

規模縮小または栽培中止が３割 規模拡大または現状維持は３割

39歳以下, 
11, 1%

40～49歳, 
31, 3%
50～59歳, 

80, 7%

60～69歳, 
255, 24%

70～79歳, 
237, 22%

80歳以上,
94, 9%

未回答, 
361, 34%

年齢構成

Ｒ１年

３０５ha

（参考資料）県内梨生産者アンケート集計結果
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①593, 56%

②118, 11%

③89, 9%

④224, 21%

⑤29, 3%
どんなことがあれば栽培を続けられるか？

①健康状態が維持できれば

②SS防除が続けられたら

③気象災害等の大被害がなければ

④労力が確保できたら

⑤その他

※複数回答

健康状態の維持や労力確保ができれば、栽培を継続

３ 生産部の動向見込みについて

53.0

92.6

164.8

6.0

8.6

12.4

37.9

49.6

48.9

7.0

8.2

8.8 

14.6

18.3

17.4

23.2

32.4

53.0

0 50 100 150 200 250 300 350

10年後

５年後

現在

(ha)

生産部の品種別面積の推移見込み

二十世紀

ハウス

新甘泉

秋甘泉

王秋

その他品種

３０５

２１０

１４２

二十世紀主体から、二十世紀＋新甘泉が主体に移行

305 
210 

142 

1,069

639

255

0

100

200

300

400

0

400

800

1,200

現在 ５年後 10年後

（ha）（戸）
生産部の栽培面積、戸数の推移と将来予測

面積

生産者

現状と比べ、10年後の戸数は２割、面積は５割になる見込み
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①41, 4%

②629, 59%

未回答

399, 37%

条件のよい園があれば借りる意向があるか？

①条件の良い梨園なら検討したい

②現在で手一杯なので、他の園まで借りるつもりはない

未回答

①257, 24%

②139, 13%

③184, 17%

未回答

489, 46%

ナシ園を誰かに貸す意向について

①梨づくりを続けてくれる人がいれば貸したい

②どんな作物でも借りてくれる人がいれば貸したい

③他の人に貸したくない

未回答

４ 園地の貸し借りの意向について

借りたい人はわずか 貸してもいい人は４割

○梨栽培は現状維持で精一杯。

○労力（袋掛けや選果場の作業者）確保、経費、販売単価面の問題がある。

○摘果、袋掛け、無袋果実の収穫等について、省力化、効率化、機械化、作業量の平準化が必要。

○棚が古いことや老木等で、ほ場条件が悪いので、園地を貸せない。

○補助事業対象品種の限定を解除してほしい。

５ 生産部等への意見

○高齢化による生産者、栽培面積の減少が続く。特に「二十世紀」の栽培面積の減少が激しい。

○健康維持と労力確保が梨栽培継続上で重要。

○ほとんどの生産者に後継者が無い。

○梨園を貸してもよいという意向が４割と多い。

○新規就農者や定年帰農者の受入体制、育成支援が必要。

○新たな担い手確保のため、梨農家以外にも広報し、希望者を募るとともに、受入体制を整える。

・園地継承の推進：継承希望園の情報把握、中間管理、マッチング

・経営モデルの提示、栽培技術習得支援

○栽培面積の維持拡大のため、省力、軽労な栽培方式の導入を推進する。

・ジョイント栽培、網掛け施設等による無袋栽培を導入

「二十世紀」にもジョイント栽培を導入

○面積あたりの所得が高い品種の導入を推進する。

・「新甘泉」や「王秋」、新品種等の植栽

・果実品質や反当収量の向上技術の開発・普及

①74, 
7%

②45,
4%

③356, 
33%

未回答

594, 
56%

ジョイント栽培

①やっている

②やってみたい

③興味がない

未回答

①54, 
5% ②34, 

3%

③343, 
32%

未回答

638, 
60%

網掛け

①やっている

②やってみたい

③興味がない

未回答

①29, 
3% ②48,

5%

③346,
32%

未回答

646,
60%

無袋栽培（半無袋栽培を含む）

①やっている

②やってみたい

③興味がない

未回答

６ 現状及び課題

７ 課題解決策

●どんな条件なら借りたいか？ ※複数回答

①新品種が植栽されている （１９戸）

②果樹棚が古くない （２３戸）

③かん水施設が整備されている（２７戸）

④土壌条件がよい （２４戸）
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今後の栽培意向に関するアンケートを実施（令和元年６月調査）

回答率：１００％（２９戸／２９戸）

※黄色枠内は回答者の集計からのコメント

円グラフ内の数値は、回答した戸数及び回答率

（品種構成は、面積及び回答率）

１ 基本情報

1人,
10, 35%

2人,
11, 38%

3人,
5, 17%

4人以上, 
2, 7%

未回答,
1, 3%

ナシ栽培の従事人数

いる, 
2, 7%

いない, 
15, 52%

わからない, 
12, 41%

後継者の有無

3, 10%

3, 10%

6, 21%17, 59%

梨栽培をあと何年続けたいか？

5年以内

6～10年

11～20年

21～30年

31年以上

39歳以下：45％、40～44歳：55％

後継者がいる人 ７％

21年以上が８割

１～２人で従事が７割

２ 今後の栽培意向について

二十世紀, 
11.7ha, 47%

ハウス, 1.4ha, 6%新甘泉, 4.6ha, 18%

秋甘泉, 
0.9ha, 4%

王秋, 
1.6ha, 6%

その他品種, 
4.7ha, 19%

品種構成

二十世紀系：赤ナシ等＝５：５

①6, 21%

②12, 41%

③7, 24%

④3, 10%
⑤1, 4%

今後の経営の意向について

①有望な品種があれば新植などで規模拡大したい

②有望な品種があれば面積は維持しながら改植や高接ぎをしたい

③このまま栽培品種、面積を維持したい

④数年後（５年以内）には面積を減らしたい

⑤数年後（５年以内）には梨づくりをやめたい

規模拡大が２割、現状維持は６割（品種更新可能４割）

39歳以下, 
13, 45%

40～44歳, 
16, 55%

年齢構成

Ｈ３０年

25.1ha

（参考資料）県内若手（４５歳未満）梨生産者アンケート集計結果
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①25, 35%

②12, 17%③8, 11%

④22,
30%

⑤5, 7%
どんなことがあれば栽培を続けられるか？

①健康状態が維持できれば

②SS防除が続けられたら

③気象災害等の大被害がなければ

④労力が確保できたら

⑤その他

※複数回答

健康維持と労力確保ができれば、栽培を継続

３ 生産部の動向見込みについて

7.9

9.8

11.7

0.7

1.1

1.4

6.4

7.0

4.6

1.3

1.1

0.9

2.5

2.9

1.6

3.8

4.4

4.7

0 5 10 15 20 25 30

10年後

５年後

現在

(ha)

生産部の品種別面積の推移見込み

二十世紀 ハウス 新甘泉 秋甘泉 王秋 その他品種

２５．１

２６．２

２２．５

二十世紀主体から、二十世紀＋新甘泉が主体に移行

25.1 26.2 22.5

29 29
26

0

10

20

30

40

50

0

10

20

30

40

50

現在 ５年後 10年後

（ha）（戸）
生産部の栽培面積、戸数の推移と将来予測

面積

生産者

現状と比べ、５年後までは維持・微増
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①10, 34%

②19, 66%

条件のよい園があれば借りる意向があるか？

①条件の良い梨園なら検討したい

②現在で手一杯なので、他の園まで借りるつもりはない

①14, 48%

②10, 35%

③2, 7%

未回答3, 10% ナシ園を誰かに貸す意向について

①梨づくりを続けてくれる人がいれば貸したい

②どんな作物でも借りてくれる人がいれば貸したい

③他の人に貸したくない

未回答

４ 園地の貸し借りの意向について

【人づくり：就農前の研修等】

・就農前の農大・農家での研修や園試での非常勤勤務が役立った。

・研修生を受け入れてもよい（ある生産部の若手６戸／７戸）。

・就農前に補助事業制度の説明が必要。

【物づくり：栽培方法の研究等】

・「新甘泉」、「王秋」の雨よけハウス栽培でビニール除去後は防鳥網や防蛾灯を利用した無袋

栽培を検討中。鳥取型低コストハウスの連棟、Ｖ字ジョイント栽培も検討したい。省力で

体への負担が少なく、高齢になっても続けられる栽培方法を研究してほしい。

・革新技術、機械化の積極的な推進が必要。

・ジョイント栽培は、作業の流れは簡単そうだが、せん定などの枝扱いにより、樹の寿命が

短くなるかもしれない。植付間隔、施肥、せん定、接木など考えて長く栽培したい。

・他の人が作らなくなっても、私は「二十世紀」を作る。

【環境づくり：補助事業等】

・補助事業は、ジョイント栽培であれば、品種限定をなくしてほしい。

・「二十世紀」の減少を考えると、「おさゴールド」のジョイントに補助があれば興味がある。

・老木「二十世紀」を「ゴールド二十世紀」、「おさゴールド」へ改植（ジョイント栽培の活用）したい。

・就農前に補助事業制度の説明が必要（再掲）。

・機械や施設（ＳＳ、果樹棚）導入、ハウスの補修や網の更新を補助事業で支援してほしい。

・選果場作業員の確保が課題。

・梨の高値・有利販売をさらにお願いしたい。高級梨のブランド化を目指してほしい。

５ 生産部等への意見

①10, 
34%

②8, 
28%

③6,
21%

未回答5, 
17%

ジョイント栽培

①12, 
41%

②4, 
14%

③5, 
17%

未回答

8, 28%

網掛け

●どんな条件なら借りたいか？ ※複数回答

①新品種が植栽されている （４戸）

②果樹棚が古くない （７戸）

③かん水施設が整備されている（７戸）

④土壌条件がよい （５戸）

借りたい人は３割 貸してもいい人は８割

①6, 
21%

②9,
31%

③7,
24%

未回答7,
24%

無袋栽培（半無袋栽培を含む）

①やっている

②やってみたい

③興味がない

未回答
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